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児童・生徒指導要録と通知表 

指導要録 は、学校で備えなければならない表簿であり、児童生徒の学籍及び、 

学習や行動等の状況を記録したものです。 

＜基本的な性格＞ 

 ○ 指導のための資料 

 ○ 外部に対する証明等のための原簿 

＜指導要録の記載内容＞ 

 ○ 学籍の記録（児童生徒の氏名、現住所、保護者の氏名 など） 

 ○ 全般的事項（学校名及び所在地、学級（ホームルーム）・整理番号） 

 ○ 各教科の学習の記録（観点別学習状況、評定 など） 

 ○ 「特別の教科 道徳」の記録 

 ○ 外国語活動の記録（小学校のみ） 

 ○ 総合的な学習（探究）の時間の記録（学習活動、観点、評価 など） 

 ○ 特別活動の記録 

 ○ 総合所見及び指導上参考となる諸事項 

 ○ 出欠の記録（授業日数、出席停止・忌引等の日数、出席・欠席日数 など） 

 ○ 行動の記録 

通知表 は、学校が主に学期ごとに児童生徒の学習、行動・性格、身体や出席 

状況などの記録を家庭に通知するものです。 

特に法規の定めはなく、様式、内容とも学校に任されています。 

＜通知表の意義・役割＞ 

 ○ 児童生徒一人一人に励ましと喜びを与えるとともに、学習意欲を高める。 

 ○ 保護者に児童生徒の成長の様子を具体的に知らせるとともに、学校の教育 

  活動、学級経営に対する理解と協力を得る。 
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教育情報の管理 

情報化の進展に伴う情報量の増大や情報公開などへの対応のために、教育情報の管理は重

要な課題です。 

また、情報の管理は、収集、活用、保存、破棄など多岐に及ぶことから、全教職員の共通理

解のもとに進めることが大切です。 

 

学校における情報 

学校には、様々な情報があります。すぐに活用されるものや、保管しておき、後になって

活用するものもあることから、利用しやすいように分類・整理しておくことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

児童生徒の指導に関する情報と管理 

これらの情報については、プライバシーを守るという観点からその扱いには十分な注意が

必要です。 

また、これらの情報を分類・整理しておくことが、きめ細かな指導をする上で重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

近年、情報がインターネットを介して流出する事故や、情報を保存した電子媒体を紛失す

る事故が後を絶たないことから、児童生徒のプライバシーの保護をはじめとして、学校にあ

る様々な情報を適切に管理することが重要です。 

そのために、様々な情報をコンピュータ本体の記憶装置に置くことなく、電子媒体等に保

存するとともに、校外に持ち出さず、適切に、所定の場所に保管する対応が必要となります。 

 

学校運営に関する情報 

 教育課程、学校評価など学校運営上の最も基本となるものから、諸行事の記録など様々な

ものがあります。これらの情報を収集・整理しておくことは、過去の実績の積み重ねになり、

今後の学校運営を効率的に進める上での貴重な資料となります。 

印刷物、図書、新聞、雑誌 

記録媒体（CD、DVD、USBメモリーなど） 

ICT端末（PC、タブレットなど） 

クラウドサービス 

・校内の印刷物、他校、他機関からの研究資料、文書 

・学校運営や学校事務、教育活動に利用されたもの 

など 

学籍に関するもの 

指導要録、出席簿、通知票、指導補助簿、 

体力・身体データなど児童生徒の指導に関する諸記録 など 

学習指導のための資料 

学習指導書、学習プリント、教材・教具、教育メディア、教育用ソフト、 

学習ノート、児童生徒の作品、評価データ など 


